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第１０７６回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合 

泊発電所３号炉 設計基準への適合性に係る審議結果 

2022 年 9 月 29 日 

 

 新基準適合性審査チームから以下の事項を指摘した。また、事業者から全ての指摘事項について了解

し、今後、適切に対応していく旨、回答があった。 

 

【入力津波の設定等】 

① 敷地周辺の遡上・浸水域の評価に当たっては、基準津波及び耐津波設計方針に係る審査ガイドを

踏まえ、例えば、斜面を含む地形、河川、水路、人工構造物等の敷地及び敷地周辺の特徴を考慮し

て敷地への遡上の可能性を検討すること。 

② 敷地及び敷地周辺の特徴を踏まえ、入力津波に影響を与える可能性のある要因を網羅すること。

例えば、敷地周辺の陸上地すべりに伴う地形変化及び防潮堤の前面護岸の地震による地形変化な

どを入力津波の評価に影響を与える可能性のある要因として抽出すること。また、これらの要因

が入力津波の評価に与える影響を検討した上で、入力津波の評価の妥当性を説明すること。 

③ ①②に関する説明時期について、次回会合において示すこと。 

④ 取水路及び放水路の管路解析について、施設の構造を踏まえた解析条件・解析モデルを説明する

こと。 
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⑤ 今後説明するとしている水位下降側の入力津波の設定における貯留堰高さを下回る時間の評価方

針について、具体的な内容並びに評価の適用性及び妥当性を説明すること。 

 

【津波防護方針】 

⑥ 防潮堤を除く津波防護対策（例えば、流路縮小工、原子炉補機冷却海水放水路内へのコンクリー

ト充填及び配管敷設、既設立坑の上部開口部のコンクリートによる閉塞等）について、それぞれ

の対策の目的及び期待する役割を踏まえた施設区分の考え方並びに損傷モードを踏まえた許容限

界の考え方を網羅的に整理して説明すること。 

⑦ 防潮堤を除く津波防護対策（例えば、流路縮小工、原子炉補機冷却海水放水路内へのコンクリー

ト充填及び配管敷設、既設立坑の上部開口部のコンクリートによる閉塞等）が既設の施設の機能

に与える悪影響について、既設の施設が本来有する機能を明確にした上で説明すること。 

⑧ ３号炉の耐津波設計における１，２号炉取水ピットポンプ室の浸水想定範囲について、例えば、

津波時に１，２号炉の原子炉補機冷却海水ポンプの機能喪失を想定しているかなど、１，２号炉

のプラント状態との関係でどのように整理しているのか説明すること。 

⑨ 今回説明があった津波防護方針については、入力津波の解析結果が出た後、その妥当性を改めて

説明すること。 


